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緒

 申性赤生体染色の研究は從來多数の研究者に

より行はれたるも，周知の如く中性血液泡の固

定は甚だ困難にして，爲に薪鮮標本による観察

の不便を感じつつあbたb．之が爲Golovine

（1902）の研究以來多数の学者により種々の固定

法考案せられ，種々の動物を用ひ其組織細胞の

所謂申性赤穎粒の観察行はれたるも，未だ完全

に其目的を達成するに至らす．近年佐口教授は

中性赤液泡の永久標本製作に就き研究せられ，

言

略完全なる固定法を考案せらるるに至り，之に

より標本を精細に観察するを得るに至れり．先

に村沢（1944）は佐口教授指導の下に二十日鼠に

よる固定標本により種々組織細胞に於ける液泡

の系統的観察を試みfaるも，余は殿様蛙に中性

赤生体染色を施し固定標本を以て種々組織の

上皮細胞及腺細胞の液泡の系統的観察を試みた
り．

研究材料及研究方法

 研究材料として健康なる殿様蛙を用ひ，歯舌，食道，

胃，小腸大腸，膵，肝，膿嚢，肺，腎，膀胱，睾丸，

卵稟，輸卵管，皮膚の15種組織を探り，二等の上皮細

胞及腺細胞に就き二二の形態を観察せり．生鎧染色

法，組織固定法，及切片後腿置等は佐ロ敢授（1943）に

從ひ之を行ふと共に，他方Zenker氏固定，「惑モア

ラウン・エオジン」染色せる標本を参照せり．

 惟）中性赤液泡の数量を表はすに明瞭に数ふるを

得ざるものは次の如き表現をなせり．

 ユ．甚だ多数（極多面）一一約50個以上

 2．多撒      一団50個乃至3⑪個

 3．申等量      一約30個乃至15個

 4．少敷      一約15個乃至5個

 5．甚だ少敷（極少数）一4個以下

 6．激個      一5，6個乃至7，8個

自 家 所 見

 1．舌 綜状乳頭及輩状乳頭あり．前者は形駄細長

にして其上皮細胞は円錘形を呈し，核は球形に一して細

胞基底に存す．本細胞は圭として核直上部に多数の小

球形乃至精大形球形の申性赤液泡（以後液泡と略す）を

現はす．箪賦乳頭は乳頭末端にMerkel氏終板あり．

終板をなす細胞中，圓柱状細胞は1層にして基底に近

く梢扁卒球状の核あり．圓柱状細胞間に多数の桿状細

胞存し，其核は圓桂朕細胞核より深部に位す．前者は

原形質内に微細なるものより粗大球状迄種々の大さの

巨艦を引敷有し，概ね大型液泡多く，主として核上部

に存するも核直上部に密なり．稀に核側部に2，3個

の液泡をみることあり，桿朕細胞も主として核上部に

少敷の微細黙賦乃至小球形液泡を現はす。

 舌腺細胞は殿子形又は圓桂駄を呈し，核は基底に近
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く存す．休止期腺細胞に於ては核以上部に分泌穎粒充

満し，核下部は硲舞茸なり，微細液泡少撒圭として核

上部胞麗中に散在するも核直上部に密なり．活動期に

は舌豫の全容下墨少し，腺細胞は明るさを堕す．少激

の微細乃至小球形液泡を含有し，時汝稽大形球形のbi

のを混ず．一一般に核周園に散在するも，時には核直上

部ゴ或は核下部に密在するもの等存す．

 2。食道 粘膜上皮は繊毛圓桂状細胞，顯粒細胞，

杯軽風胞及基底細胞より成る．繊毛圓柱駄細胞は微細

管状乃至小球樹液泡を梢多盟主として核上部に現はす

も，時に核側部にも極少数出現することあll．願粒細

胞は核周園に少激の微細液胞を有し，核上部に精密集

する傾向を詔む．杯状細胞は微細綴織信証を少敷現は

し，胞膣内分泌物の多寡によむ其形態を異にす。部ち

（1）胞暗中に分泌物充満し核の細胞基底に腿迫された

る細胞にありては．液抱は核下部原形質申に4，5個

黙在するもの多し，時に核周團に接して下獄の液泡を

現はす細胞も存す．（2）分泌物少量残存する細胞にあ

むては核直上部に密集して幽現する場合多し．（3）分

泌物既に排出されたる細胞にありては，核周園に液泡

を認むるも，一般に核直上脳胞艦中に散在す．叉細胞

癌離縁に接して現はるるものあり．上記3型を通じ，

稀に核上部胞膣申の粘液瀦溜部に微細液泡散在出現す

るもの存す．基底細胞も少数の微細液泡存し，核周圃

に接して現はるるも精核上部に密なり．

 腺細胞に2種あり，蛋白腺は微細乃至小球細胞泡核

静圧に近接して存在するも，圭として核上部に集まる

傾向あり，時に梢粗大なる液泡を混ず．液泡数は中等

量なり，粘液腺細胞は前者より大形にして「メチレン

青（以後「メ」と略す）染色性は蛋白朦よむ弱し．微

細液泡を極少数圭として核周園近接部に現はすも，そ

の液泡を敏如する細胞屡々存す．

 3．胃粘膜上皮は1層の圓柱状細胞より成り，核

は露量形乃至球形にして細胞基底に近く存す．胃小窩

に行くに從ひ粘膜上皮細胞は高さを減じ核も球形とな

る．粘膜上皮と胃底腺細胞との間に粘液細胞あり，球

形核を有す，圓桂上皮細胞の液泡は微細職状乃至粗大

球形迄種々のものあり．液泡敷も多数現はるる場合，

極めて連荘の場合等色々存するも，季節的影響よりは

寧ろ蛙酔夢により著しき差異あるものの如し．一泡は

核梨園に近接して出現し，核下部或は核上部に密なる

もの等あり。胃小窩基底に至るに從ひ液泡減少し且微

細となる傾向あり．胃底腺移行部に存する粘液細胞は

「メ」染色性に乏しく液泡を鉄如するもの多し．時に3

個乃至6個の微細なる難訓を主として核近傍に現は

す．

 胃底腺細胞将補娘形にして原形質は粗粒朕を呈す．

核は球形にして基底に近く位置す．本細胞の多くは液

泡を有し，梅園園部に多きか叉は胞饅内所kに数個つ

つ集團を作り，或は稀には均等に散在ずる場合等あ

‘り．一般に微細なる四十多歯も時たは梢大形球形のも

のを混じ且其激最は不定なり。通三半開口部附近の細

胞殆んど野畑を鉄如し腺底部に至るに從ひ著明に之を

認む，叉腺管掌に宛も分泌物が赤色願粒状をなすが如

き物質の存するをみることあり．各戸管により其量異

り，稽多量なるもの，或は之を全く認め得ざるもの等

頗る多襟なるも腺腔内に於て該物質の存するは腺底部

程著明に認められ，腺開ロ部に近づくに從ひ減量する

と共に色調淡くなり，塗には全く之を認め得ざるに至

る．

 4．小腸 絨毛上皮は1暦の圓柱単細胞及杯駄細胞

より成る．前者は遊離表面に小皮縁を有し，核は禰圓

形にして細胞基底部約3分の1の所に位す，本細胞闇

に多激の杯状細胞あり，核は小欄弓形を呈す．共位置

は普通圓革袴細胞核より深部にあり．単勝には腸腺存

在せず，圓柱朕細胞の難解は絨毛尖端部と側部とに於

て僅に差異を認む．部ち先端部細胞液胞は一般に側部

細胞液泡に比し稽大形のもの多し．全般的に圓柱朕細

胞液泡は微細乃至稽大形球形迄種々の段階あ軌液泡

激は極めて多く約50個乃至60個位出現し，圭として核

上部胞平中に散在するも僅に甲皮縁直下部に密なり．

核側部に極稀に甚だ少数の微細液泡を現はすものある

も，核下部には認められず．杯賦細胞液泡は食道粘膜

上皮中の同種細胞と類似するも，稽大形液泡を混じ且

数量も僅に多き傾向あり．以上の他上皮細胞闇に特殊

上皮御包少救認めらるることあり．部ち長欄国形，紡

錘形，三角形，孚月形或は不正形を呈し，時々上皮細

胞間に遊離表面に向ひ長き突起を出す．共核は原形質

の略中心に位し，一般上皮細胞核に比し位置甚だ低く

比較的大形馬形或は半半形を示す．本細胞の原形質及

核の「メ」染色性は他の上皮細胞の夫と異ならず．液肥

は：略均等大の微細鯖1献にして甚だ多激胞盟中に充満

し，長き突起の先端迄明瞭に現はる．爲に原形質は弱

鑛大にて均等性に赤色を呈してみゆ，液面は隆々團に

近接して細密なる傾向あり。而して本細胞は動物個盟

により共存在及激量に著しき差異の存するをみる．

 5．大腸粘膜上皮の撰造は小腸と略同様なるも杯賦

細胞骸は夫より多し．上皮細胞液泡の形態は大盟小腸
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と同じく大小不同の球形液泡甚だ多数存するも，小腸

よb粗大なる与野精多き傾向あり．又小腸に於てみら

れたるが如き特殊上皮細胞も少数存在するを認む．液

泡の形態は小腸に於けるものと異なる所なし。

 6，膵 腺細胞は股子形或は圓錘形をなし内腔に向

ふ部分の原形質中には「チモゲt’一ソ嫡母あり．外部は

一見等質性緻密なる原形質にして卜者の境界に球形核

を容る，叉腺腔に向ふ方に愚心細胞あり，長呼甲形核

を有す，腺の間に導管存し般子形上皮細胞によb被は

る．腺細胞の液泡は微細甲状乃至粗大球形にして，巴

里撒は細胞個7tにより開明あるも全般的には多敷存在

す．無勢の出現部位は各細胞によむ頗る多様なるも，

概ね細胞機能の種々段階に從ひ現はるる形態的攣に慮

じ夫々一定の攣化あるを認む．師ち多量の分泌穎粒を

有し，細胞大にして核は欄圓形を示し細胞基底部に膠

せられたる細胞に於ける液泡は微細乃至小球形をなす

もの多く，圭として核直上部に密在す．中等量の分泌

頼粒を有し，胞盟中等大にして核は球形乃至鴨甲形を

呈し細胞基底部より精離れて存する細胞液泡は中等大

球形をなすもの多く，核上部胞畿中に散在す，共一部

は核側部にも現はるる場合あり．少量㊧分泌物を有

し，胞艦小にして核は球形をなし細胞基底部より離れ

て帯側央に近く位置する細胞液泡は大形のもの多く，

一般に核筒國に出現す．以上3型を通じ，分泌顧粒闇

にも悶悶多数混在し，一部は腺十干に分泌穎粒と共に

排出せられたる所見を呈するものあり．胞心細胞は小

形胃泡を少敷胞上申に現はすにすぎざるも，導管上皮

細胞は小形液抱を申等量に核周園原形質中に有す．而

して核直上部に梢密なり．

 7，肝 肝細胞は網状に連結し肝小葉の像も明らか

ならず．核は毛細血管壁に近く細胞基底に存す．又毛

細血管内皮細胞系のKupffe r E芒細胞は・一部｛ま血管腔

内に突出し，或は肝細胞閻に突入し，多くは原形質の

一側に圓形，構導爆又は孚月状等を呈する核を有す．

早早黒二色乃至黄褐色色素穎粒を含有する色素細胞多

数に存在し核は蒲層形又は慧豆形にして原形質の一側

に偏在す．屡々充満せる色素頼粒により核は被はれて

不明瞭なるものあり，斯る色素細胞は所々に集團をな

レて存在す．肝細胞は微細乃至小球形液泡を多！Utiikと

して謄毛細管に接する部に現はし，時には核上方近傍

胞饅申に多多集まり存す，毛細血管に面する部に出現

するもの或は之を鉄如する細胞なし・星芒細胞は「メ染

色性に乏しく，液泡に一般に大形球形を呈し多激存す

るもの多く，或は少鞍ながらも甚だ粗大なる液泡を有

するものあり．胞一中に略均等に充満す．色素細胞

中，小球形，輪廓鮮明なる黒褐色々素馨粒を有する細

胞は中性赤生馴染色を呈せず．輪廓不鮮明の粗大なる

黄褐色々素野壷を含有するものは濃淡種々なる赤色，

赤褐色或は：赤黄観色を示す大小不同の球形液泡を胞膿

中に多照充満す．大形液泡を多毎号はす細胞は液泡敷

少く，時に5，6個出現するにすぎざることあるも，

小形液泡を多調有するものは二郷数甚だ多くして数ふ

るを得ず．而して色素傾粒少き細胞程液胞大形にして

且多数を現はす傾向あり，

 8．謄i嚢粘膜上皮は1騒の圓柱賦細胞より成り，遊

離表面に小峰縁を有す．核は大形球形乃至儲圓形にし

て細胞基底に存す，微細乃至稚大形球核液泡多敷核周

園に近接して出現するも核下部に最も密にして且大形

のもの多く，核側部之に次ぎ，核上部胞燈申には約5

個乃至10個位現はれ且小形のもの多し，而して小皮中

直下部には液泡を耳環する傾向あり．

 9．肺 厳肺は高等脊椎動物のものと異軌各肺胞

中隔壁は主としてZド滑筋繊維及結締織より威る．肺外

面は一般漿膜により被覆され，内面は1暦の上皮細胞

により被はる．その第1位申隔遊離頂端部を被覆せる

ものは短圓柱肱繊毛細胞にして粒状細胞を混ずるも，

中隔側壁及毛細血管網の存する部は扁螺呼吸上皮によ

り被はる，繊毛圓柱朕細胞は多敷の微細乃至粗大球形

中興を圭として核上部に現はす．杯朕細胞は腸管粘膜

上皮中の同種細胞より高さ低く，液泡は少敷にして微

細なるもの多し，其出現部位は食道精膜上皮中の同種

細胞と略同様なり．吸呼上皮細胞は核巴里に近接し申

等量の小球唾液泡を有す．其他色素細胞所々に存在

し，共液泡の形態等は肝に於ける同種細胞と骨子な

り．

 10．腎 蛙腎も亦高等脊椎動物のそれと著しく相違

す．細尿管は嬉野艦被膜に始まり腎背面に向ふ短き第

ユ部（頸部）に移る．此部の上皮細胞は1暦の低き殺

子形細胞にして長き鞭毛を有すt畏き第2部の上皮細

胞は高さを増し圓柱状となり，遊離表面に刷子縁を有

す，核も球形にし，第1部のものより大なり．腎背面

にて迂曲礫榑して腎腹面に向ひ第3部に移る．此部は

最も短く，頸部と同様の腺細胞より成る．第4部は腎

腹面にて迂曲し，背面に直進する第5部に移る．第4

部亜に第5部細尿管は其構造略同じく，唯第5部細胞

は低き軽子形なる爲，其管腔精廣し。核は稻管腔に近

く細胞申央に存し，底部にHeideDhain氏桿状隆を有

す．導管上皮細胞も股子形にして第5部腺細胞と略等
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しき構造を示し，共内腔匿く腎背面に近く横に走る，

 綜解同に於ては軽鴨扁李上皮細胞は5，6個よリエ⑰個

位の微細乃至小球警笛粘核周團に存するも，球脚端部

胞乾児に穂多く乱大なるものあむ．血管斜壁を構成す

る内皮細胞及被蓋細胞も微細液泡主として核近傍に散

在し，小球形液泡も少しく混ず，液呼数は毬鞘上皮細

胞よむ稚多し，腎小管各部細胞の伊野形態は其部によ

り著しき差異を認む．師ち第1部腺細胞は「メ染色性

は原形質淡干し核は稽濃染す・液泡は微細廻航にして

核近傍胞閉門に散在するも核下部に伊興なり．核側部

之に次ぎ，核上部の死腔に面する部は最も少くLI．小形

となる，液肥敷は少きは約14，5個，多きは20個乃至

25個程度現はる．第2部腺細胞は「メ染色性稽他部腺

細胞に比して弱く，最も多激且濃染せる液泡を有す．

特に下行部細胞は最も液胞敷多く叉粗大にして濃染せ

るものを示す．液泡は全胞雪中に出現するも圭として

野上四二腔側原形質中に密在し刷子縁直下部門充満

す，核下部に干ては液泡小形となり5，6個より10個

位織在するにすぎず．之に比し上行部細胞は液泡稻小

形のむの多くH下染減少する傾向あり．液泡の出現部

位は下行部細胞に類似するも，核下部に現はるる液泡

敬は下行部に較べ少しく多し．迂曲部細胞液泡の形態

は略上下爾行部細胞に等しく，液泡雪は其中間に位

す，第3部腺細胞液泡は微細乃至小球形にして野幌團

二丁申に散在するも核’下部に梢密在し，且大形のもの

多く，核側部之に次ぎ，核上部は鐵少く小形となる．

共形態数量は恰も第1部腺細胞に類似す．第4部門細

胞は液泡微細乃至小球形にして時に稚大形液泡を少数

混在するものあり．核周國胞騰中に散在するも，核下

部に密なるもの或は核上部に密なるもの，或は叉核三

升肥州中に略均等に散在するもの等種々にして一定せ

ず．液胞撒は第3部腺細胞よりは多く，中等量に出現

するも第2部細胞一ltり少し．第5部骨細胞は「メにi封

し原形質は淡染，核は濃染す．液泡は微細粘状より粗

大球形迄種kの大さを示すも一般に大形液胞多し．其

出現部位は細胞個々により異るも核周壁胞西中に認め

らる，概して核下部に多敷存する傾向あむ，其配列朕

態も細胞個々により異り，或細胞に於ては葡萄房状に

集合せる液泡充満し，核を被ひて不明瞭ならしむるも

のあり。或ものに於ては房賦をなせる液泡により咳下

部よむ核の包まれたるが如き早態を呈す．叉或細胞は

核下部に大形液泡密在し核出には微細液泡4，5個散

在す，或は超勤に核上部に大形液泡密在し核下部に少

激なるものあり．又時には大小不同の液泡が略均等に

核早臥胞華中に散在する細胞あ⑳．甚しきものに討て

は濃赤紫色を呈する液岡多激原形質申に充満し恰も大

色素塊をみるが如き朕態をなすものあり．全般的に液

泡数は第2部細胞より少きも第4部細胞よb多し．集

合管上皮細胞にては液泡形態は総て第5部細胞と異な

らず．以上各細尿管煎に導管を通じ，恰も分泌物が赤

色細粒賦をなすが如き物質の酒興中に存在するを観

る．其量は各腺管によむ多少あり．

 腎側縁に存する輸尿管粘膜上皮は1暦の圓柱状細胞

よむ成る，儲圓辛目は細胞基底にあむ。微細乃至稽大

形球形鍔際は核周園胞体中に現はるるも，核上部に密

にして且大形のもの多く，核下部には微細液泡2個乃

至5個黙在す，液泡数は第4部腺細胞と略等しく中等

量に存す．

 11．膀胱 2乃至3屈の移行上皮細胞聞にかなり多

糖の泥状細胞をみる上皮細胞液胞は微細なるものよわ

梢大形球形まで種々あり．液泡数は細胞個rtにより一・

定せざるも全般的に申等置に存在す．最上層上皮細胞

に最も多激液泡を現はし，繰暦に至るに從ひ減少し且

微細となる．液泡は一一般に核上部胞盟申に散在するも

僅に核直上部に密なる傾向あり．時k核周園胞夢中に

液泡敬在するもの存す．杯航細胞は少藪の液泡を認

む．其形態は食道粘膜上皮中の同種細胞に類似す．

 12。畢丸 細精管構成細胞には精原細胞，精母細

胞，糟娘細胞，精子細胞，精子及Sertoli氏脚細胞あ

り．精細胞は濾紙細胞に比し液単数少く且小形のもの

多し．：叉精細胞中に於ても精子に近づくに從ひ液泡激

滅少し微細となる傾向あり．郎ち精原細胞液泡は微細

乃至精大形球形にして数量及出現部位一定せざるも，

一般に核周團に近接し中等量に存す．精母細胞液泡は

前者より少く且小形のもの多く核近傍に散在す．時に

之を飲慣するものあり．生娘細胞及精子細胞は更に液

泡減少し精母細胞類似の形態を示す．液肥を訣如する

細胞も多数に存す．精子に至りては下下更に減少且微

細となll J之を鉄濡するもの甚だ多し．液泡を現はす

ものも頭部及尾部に2，3個みるにすぎず，Sertoli氏

脚細胞は「メ染色性に乏しく，多敏の微細乃至粗大球

形隅一を含有し，昂騰中に散在するも僅に核直上部に

密なり。融合膨大により甚だ粗大なる液泡を混ずるこ

とあり，

 13．卵糞 外面は腹膜上皮に被覆され，内面は1層

目内面上皮により被はる．各卵胞は董を以て卵巣壁よ

’b内陣に突出し，内面上皮及卵胞上皮により包まる．

穎粒駄の卵原形質内に球形卵核あり。卵の成熟と共に
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卵黄頼粒を生ず，閉鎮卵胞は白血球侵入し，卵黄は液

化，原形質は高度に室胞性となb，塗には塊朕色素願

粒を生じ，表暦より血管の侵入あり結締織塊に攣化

す．一般に卵細胞は幼若なるもの程液泡を多数現はす

傾向あり．卵胞上皮細胞及内面上皮細胞は共に微細乃

至粗大球形液泡を約15個乃至20個核爾端部胞盟中に有

す．融合膨大によbかなり粗大なる液泡を現はすこと

あり．透明帯も微細乃至小球形液汁を中等量に現は

す．それより原形質内部に及ぶに從ひ更に甘辛微細と

なり且減少し，卵核近傍に細泡を認めず，：叉卵核内に

細泡出現なし．閉鐙卵胞に於ける卵胞上皮細胞には直

謝を認めず．時に細胞の赤色に李等染色を呈するもの

あり．原形質は高度に室胞憧となり，中に赤黄褐色の

色素塊充満す．

 14．輸卵管 粘膜上皮は1層の低き圓粗宴繊毛上皮

細胞により被覆さる．狭き腺腔は圓割賦細胞により被

はれ，霊園は稚扁牛不正球形にして細胞基底に存す．

繊毛圓桂賦細胞は大小種々の球形液泡を7，8個乃至

12，3個現はすも，出現部位不定にして核近傍に存す

るも全：般的にみて核下部に現はるる場合多し．腺細胞

も大小種々の球形液泡を中等量に有す．其粗大なるも

のにありては細胞核大のものあり．一般に大形影堂多

く，出現部位は一定せざるも核周章に認められ，核下

部下鮎申に稽多敷現はるる傾向あり．

 15．皮膚 表皮は5乃至6層より成り，最深層は1藍

子形乃至圓柱賦細胞にしてそれより表暦に多角細胞配

列し，最上層に1騒の扁季細胞被覆し最康暦は角化

す，上皮細胞間に藤下細胞あり．上部は細き頸状をな

し角化騒下面に達し，細胞基底に圓形核を容る・叉多量

に小球形の輪廓鮮明なる黒褐色々索穎粒を有する色素

細胞存在す，背面表皮細胞は原形質内に略均等大の微

細球形黒褐色々素顯粒を含有す．角化騒は液泡を現は

さず，種子履は中等量の微細乃至精大形球形液泡出現

す．其最上暦細胞は最も多激液泡を現はし且大形のも

の多く，漸i隠語暦に：及ぶに從ひ減少9．ew細となる，液

泡一般に核周團原形質中に散在するも核上部に心密に

して大形のもの多し，深部細胞は核周團に近接して存

す．瓶状細胞は比較的多数の略均等大なる小形液泡主

として核上部胞口中に現はれ頸部に及ぶ。種子層最上

層細胞に於けるが如く液泡の融合膨大する傾向を認め

ず，

 眞皮中の皮膚腺に2種あり，粘液腺細胞は穎粒腺細

胞より小形にして其機能的状態により形を攣ず．琶口ち

1層の上皮細胞は腺休止期には多子形を呈し，核は胞

髄に比し大にして腺腔著明なり．活動期には原形質の

腺腔に面する部に分泌顧粒充満し，細胞は漸年高さを

諾し圓柱状となる，核は細胞基底に巨躯され細胞盟に

比し小なIO．願新腺も其機能的時期により形を攣じ，

休止期には1層の上皮細胞は萎縮し個々の細胞境界明

瞭ならず．髄腔申に微細黙歌の分泌物充満す．活動期

には細胞圓柱朕となり互に著明に境界さ：れ，原形質内

には微細穎粒充満し核は細胞基底に存す．粘液腺の殺

子形細胞は微細乃至粗大球形潮泡を約39個乃至40個主

として核周團原形質内に現はすも，核に近接して大形

のもの多くH．密在す．活動期の圓柱賦細胞は核周團に

微細乃至小球形液泡を多数現はすも，細胞個々により

歎量不定にして時々粗大液泡を混在することあり．腺

腔に面せる部に充満せる分泌顯粒：間にも極微細なる液

泡を少敷散在す．時には細胞遊離縁に接して稽大形液

泡を現はすものあり．顯粒腺休止期細胞は微細乃至小

球形液泡を核聴感蔵匿中に有するも核下部に稽密在

す．液泡数は全般的に少し．屡々鼻腔中に恰杢分泌物

が赤染穎粒状をなすが如き物質の存在するをみる。其

量は幽幽管によ：り異る．活動期腺細胞は約20個乃至30

個の微細乃至稻大形球形液泡を核周園胞渦中に示す

も，核上部に大形のもの多く出現する傾向あり，以上

爾皮膚腺の排泄管構成細胞は微細乃至粗大球形液胞を

圭として核上部胞下中に少敷現はし，腺開巨部に近づ

くに從ひ糧大越泡多き傾向あり．色素細胞膜，小球核

黒褐色k素享宴含有の「メラノブオーレン」は液泡を

現はさず。輸廓不鮮明の黄緑色た素細粒を有するrキ

サソトロイコフオーレン」は屡々極微細事泡を現は

し，少きは2個乃至5個位，多きものは15個位存在し

原形質内不定の場所に散在性に出現す．

総括及考按

 中性赤を用ぴ，動物に生体染色を施して胞休

内に現はるる赤色球形物質は從來中性赤穎粒，

中性赤室胞或は中性赤液腔の名称にて取扱はれ

來たるも，佐口教授は之を中性赤胃泡と呼称さ

れ，村沢は嚢にそれを使用す．余も亦佐口教授

に從ひ本名称を用ぴたり．
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 舌に於ては中性赤生休染色の程度は蛙個体に

より著しき差異を認む．即ち上皮細胞及腺細胞

共に多数輝輝を現はすもの，或は上皮細胞には

多く出現するも腺細胞には極少数なるもの，或

は上皮細胞に少きも腺細胞に比較的多く現はる

るもの，或は両細胞共に液泡少きもの等種々存

するも，他部組織に比し，一般に中性赤生体染

色梢困難なり．舌腺細胞は機能ナ伏態により細

胞形朕，大さ及液泡形態に変化を示す．：Bieder－

mann（1887， Ecker－GaUPP記載に拠る）によ

れば休止腺細胞内暦にはMuzigen充満し，活

動時腺細胞は高さを変化せざるも幅狭細とな

り，原形質は硝子様等質性にして穎粒をみすと

言ふ．余の所見に於ては休止期腺細胞は微細液

泡を少数，主として核上部胞体中に現はし，活

動期には少数の微細液泡を核周囲に散在し，時

々梢大形球形液泡を混ず．

 食道に於ては杯歌細胞は胞駅内分泌物の多寡

により形態を異にし，分泌物多量なる細胞液泡

は核下部の狭き原形質部に出現するもの多く，

分泌物少量：残存する細胞は核直上部に密在する

こと多く，分泌物既に排出されたる細胞に於て

は核直上部胞体中に散在するか，或は遊離縁に

接して現はるるもの多し．叉核下部に極少数の

液泡を認むる細胞屡々存す．2種の食道腺中，

蛋白腺は粘液腺に比し「メ染色性細く，又細泡

数も多く且大形のものを現はす．

 胃に於て杉山，松村等は粘膜上皮細胞及胃腺

の生体染色困難なるを訴へ，且夏季は殊に染色

困難なりと言ふも，余の観察によれば胃粘膜上

皮及胃腺細胞共に他部組織に比較し生体染色梢

不良なるも季節的影響はさほど強からす，寧ろ

蛙個体によの染色性に差異あるものの如し．而

して液：泡は胃小窩基底に至るに從ひ微細となり

且減少の傾向を示す．胃底腺液泡は概ね腺底部

に在る細胞程濃染し，且多数存す．叉腺管内に

屡々赤色穎細事物質存し，腺管底部に存するも

の程存在著明にして，腺開口部に近づくに從ぴ

其量を減じ色調淡くなり，遽には全く認め得ざ

るに至る．斯の如く同一腺管に於ける同一種：細

胞の液泡が細胞の位置を異にするに從ひ共形態

をi変ずるは，恐らく細胞機能上の差異に因るも

のと思はる．叉腺管内赤色物質は細胞内液泡の

排出せられたるものにして，腺管内に於て次第

に性状を蒙じ，腺開口部附近に至ゆ其色調を失

ふに至りしものならん．此事は既に村沢も二十

日鼠に於ける研究にて記載し居れり．而して村

沢は胃粘膜上皮申に：液泡を有するもの殆んどな

b，極稀に1，．12細胞に小液泡少i数認むと言ふ

も，殿檬蛙にては前述の如く蛙個休により染色

性に差異あるも，一般に多数液泡を現はす．

 小腸に於ては絨毛先端部細胞と側部細胞の液：

泡形態に差異あり．先端部粘膜細胞は側部細胞

に比し液泡大形のもの多し．而して液泡は核上

部胞体中に散在するも小皮縁組下部に密なり．

上皮細胞間の特殊上皮糊包は「メ染色性他の

上皮細胞と異ならざるも，略均等大の濃染せる

微細液泡を甚だ多数原形質中に充満し，弱拡大

に於ては均等性に赤色を呈してみゆ。本細胞は

動物蝋沐により存在及数量に著しき差異あり．

此存在をみざること屡々なり．而して之に関し

て記載せる報告を未だ殆んど見す：．叉蛙腸は高

等脊椎動物の夫と異り腸腺存在せす．

 膵細胞液泡に就てHirsch（1932）村沢は実駒

的に液泡は腺細胞の機能的諸相に從ひ其形態に：

変化を鞭たずと言ふ．余の所見にても細胞機能

の種々段階に於て液泡の形態に変化を來たすは

舌腺細胞等に就て記せるが如し．即ち多量の分

泌顯粒を有する細胞は微細乃至小球形液泡を核

型上部に現はし，分泌顯偶中等量なる細胞に於

ては液：泡概ね中等大にして核上部原形質中に散

在し，且一部は核側部に出現するものあり．分

泌単粒少量なるか殆んど欠如ぜる細胞に於ては

大形液泡多く一般に核周囲に存在す．

 肝腺細胞は液泡，主として胆毛細管に接する

部に存在す．之恐らく色素排泄機能に関係する

ものと思考さる．色素細胞は黒褐色々素顯粒を

有する細胞は液泡を現はさす．黄褐色々素穎粒

を含有する細胞は多数の液泡を有す．而して色

素顯粒：少き細胞程液泡大形にして且多数を現ぱ
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す傾向あり．

 胆嚢粘膜上皮細胞に於て杉山は主として核周

囲部に極少数の液泡を現はすと言ぴ，松村は核

上部に多数の微細液泡を現はし，蝿配すれば核

下部にも少数出現すと言ふ．余の所見にては微

細乃至梢大形球形野物を多数核周囲に近接出現

するも，核下部に密にして大形のもの多く，核

側部之に次ぎ，核上部胞休中は小球形液泡極少

数出現し，小壁縁直下部には野馬を欠如す．

 腎に於ては背面部に於ける細尿管腺細胞の液

泡は大形のもの多く濃染し且核上部に出現する

も，腹面部に在る細尿管腺細胞は少数の小形液

泡を核下部に現はす傾向あり．細尿管第5部腺

細胞並に集合管上皮細胞に穿て杉山，松村等は

他細尿管との区別困難にして之が生体染色を確

認し得すと言ふ．余の所見にては微細乃至粗大

球形液泡核周囲原形質内に出現するも核こド部に

密在する細胞多き傾向あり．概ね粗大液泡多

し．共配列歌態特有にして細胞個々により異な

り，葡萄房状に集まれる甲州にて核下部より核

の包まれたるが如きもの，核下部或は時に核上

部に大形液泡密在し其反対側微細液泡数個散在

するもの，或は大小液泡の略均等に核周囲胞体

中に散在するもの等あり．甚だしきは濃赤紫色

の液泡多数充満し大色素塊をみるが如き歌態を

示すものあり．液冊数は第2部腺細胞より少き

も第；4部腺細胞よりは多し．村沢は二十日鼠腎

にて蹄警部細胞及集合管上皮細胞液泡極めて少

く，欠如するもの多しと言ふ屯，殿様蛙には之

を欠如する細胞なく且集合管上皮細胞は上記の

如き特異な大形房歌液泡を一般に多数核下部に

現はす傾向あり．

 精細胞は濾胞細胞に比し液泡数少く且小形の

もの多し．叉精細胞は分裂変形の過程を経るに

從ぴ次第に液泡減少し微細となる傾向あり，

 卵輿は一般に幼若なる卵細胞程液泡を多数現

はす．而して卵核中には液泡を認めす．閉鎮卵

胞に於ては卵細胞及卵胞上皮細胞共に液泡を認

めす．原形質中に赤黄褐色の色素塊充満す．

 輸卵管粘膜上皮及腺細胞は大小種々の液泡を

中等量に現はす．其出現部位は核周囲に認めら

るるも核下部に梢多数出現する傾向あり．二十

日鼠に於て村沢は上皮細胞聞に大形液泡を多数

有する特殊上皮細胞を認めたるも，殿様蛙に撃

てはかかる特殊上皮細胞をみす。

 皮膚に於て村沢は角化暦及顯略暦は液泡を即

せす，種子層細胞も液泡を欠くもの多しと言へ

り．殿様蛙膀胱及皮膚上皮細胞は最上町細胞最：

も多数の液泡を現はし，下暦に至るに從ひ減少

し微：細となる，皮膚腺に於ては休止期粘液腺細

胞液泡は活動期のものより梢多く且大形のもの

多し．而して活動期に於ては液概数は細胞個k

により不定なり．休止期穎粒腺今尚は活動期の

液泡よb小形にして数：量も少し．出現部位は休

止期腺細胞は核下部に鞘町在し，活動期には核

上部に大形液泡を多数現はす傾向あり．皮膚腺

排泄管構成細胞は皮膚表面に近きもの程大形液

泡を現はす．

 以上各種上皮細胞及腺細胞は液泡出現部位に

より大体3種に分類し得．（1）核上部或は核周

囲に出現するも核上部に密なる細胞（舌乳頭上

皮細胞，舌腺細胞，食道粘膜上皮細胞，腸管粘

膜上皮細胞，膵性細胞及導管上皮細胞，肝腺細

胞，肺繊毛円柱歌細胞，特牛2部細胞，輸尿管

粘膜上皮細胞，膀胱粘膜上皮細胞，Sertol｛氏脚

細胞，皮膚上皮細胞及皮膚腺排泄管上皮細胞），

（2）核下部或は核周囲に出現するも核下部に密

なる細胞（胆嚢粘膜上皮細胞，腎第1，3，5

部細胞平等合管上皮細胞，輸卵管粘膜上皮細胞

及腺細胞），（3）核周囲胞体中に略均等に出現

する細胞（食道粘液腺細胞，胃底腺細胞，腸管

特殊上皮細胞，膵堅甲細胞，Kupffer氏星芒細

胞及色素細胞，肺呼吸上皮細胞，腎血管毬内皮

細胞及被蓋細胞，精原細胞，皮膚粘液腺細胞）．

 皮膚角化軒並に閉鎖卵胞は液泡を有せす．爾

余の上皮細胞轡型細胞は総：て多少乍ら液泡を有

す．液：泡の多少によb分つと，（1）液泡極少数

にして時に之を欠如する細胞（食道粘液腺細胞，

胃粘液細胞，精母細胞，精娘細胞，精子細胞及

精子），（2）甚だ多数の液泡を現はす細胞（腸
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管粘膜円柱状細膜及特殊上皮細胞，腎細尿管第

2部腺細胞〉．

 叉各種上皮細胞業曝細胞に現はるる液泡の大

さにより次の如く分つを得．（1）粗大なる丁零

を含む細胞（舌円柱歌細胞，腸管粘膜上皮細胞，

膵腺細胞，Kupffer氏星芒細胞及色素細胞，肺

繊毛円桂1状細胞，腎細尿管第2，5部腺細胞及

集合管上皮細胞，Sertoli氏脚細胞，卵胞上皮細

胞及内面上皮細胞，卵管粘膜上皮細胞及腺細

胞，皮膚粘液腺細胞〉，（2）微細液泡を現はす

細胞（食道粘膜顯粒細胞及基底細胞，杯1伏細胞，

食道粘液腺細胞，胃粘液細胞，精原細胞以外の

精細胞，皮膚色素細胞）．

結

 申性赤を用ひ健康なる殿檬蛙に生体染色を施

し，佐口i教授の永久標本製作法に從ひ各種上皮

細胞性腺細胞の中性赤岡泡の系統的観察を行ぴ

次の結果を得たb．

 （1）皮膚角化暦及閉園卵胞以外の上皮細胞馬

脚細胞は総て多少乍ら中性赤液泡を：有す．（2）

液泡の形1伏は球形を呈するを普通とす．（3）液

泡の数：量は組織の異るに從ひ，叉同一組織に於

ても細胞個々により差異あり．一般に液泡極め

て少数にして時に之を欠如する細胞は食道粘液

腺細胞，胃粘液細胞及精原細胞以外の精細胞な

b．又甚だ多数の輝国を有する細胞は腸管粘膜

円柱歌細胞性特殊上皮細胞，腎細尿管第2部腺

細胞なり．（4）液泡の大さは微細点猷なるもの

より粗大なるもの迄種々存す．時には等核大に

及ぶもの存するも例外的にして各種細胞に於て

液泡は夫々一定範囲内の大さを有す．（5）液泡

の出現部位は各細胞によりて異るも通常核上部

に出現するもの最も多く，核周囲に略＝均等に出

現するもの之に次ぎ，核下部に現はるるもの最

も少く，僅に胆嚢粘膜上皮細胞，腎細尿管第

1，3，5部腺細胞及導管上皮細胞，卵管粘膜

上皮細胞及腺細胞存するのみ．（6）液泡は細胞

の機能的諸相に從ひ其出現部位，大さ，数量及

配列等に変化を來たすもの多し．（7）胃及腸管

に於ては織製並に絨毛先端部細胞程大形にして

多数濃染せる細泡を現はし，胃小窩基底並に腸

論

管絨毛側部に至るに從ひ小形にして淡染減少せ

 る平鋼を有す．（8）胃底腺に於ては腺底部に在

 る細胞程濃染せる多数の液泡を有し，腺開口部

附近の細胞は殆んど之を欠如す．而して腺管中

に少量：の赤染せる外壁様物質存し，該物質は腺

管底＝部に於て梢多量に：して濃染し，腺開口：部に

近づくに從ひ少量となわ淡平す。該物質は恐ら

 く細胞内より液：泡の排出せられたるものなるべ

 し．（9）腸管粘膜上皮細胞間に略均等大の徴細

液泡を多数胞休中に充満する特殊上皮細胞存

す．本細胞は動物個体により其存在及数：量に著

 しき差異あり．（10）腸管粘膜上皮細胞に於て

は液泡は帯皮平骨下部に密在するも胆嚢粘膜上

・皮細胞に潤ては小帯縁直下部には之を欠如す・

 （11）重層上皮に於ては最上単細胞に於ける液

泡最も多数現はれ，下層に至るに從ぴ減少し且

 小形となる．（12）色素細胞は一般に色素母斑

 少き細胞早牛泡大形にして多数を現はす。〈13）

 腎組織に於ては腎背面部の細尿管腺細胞の液泡

は大形のもの多く濃染し且核上部に出現する

 も，腹面部の細尿管腺細胞は小形にして少数且

核下部に出現する傾向あり．（14）精細胞は一

般に液泡を有すること少数にして，成育変形に

 作ひ液泡数を減す．（15）卵細胞に於ては幼若

なるもの程細泡を多数現はし，閉鎮卵胞に於て

 は之を欠如す．
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附圖 説 明

 本圖は総て：Leitz， Oel－lmm・1／12，0k・4＞〈、を以

てAbbe氏描鳥器により描記せり．鑛大凡ぞ1600倍

なり．

 1）舌乳頭圓柱状上皮細胞及桿朕細胞2）・3）．舌腺

細胞（休止期及活動期）4）食道粘膜上皮細胞5）食道

腺細胞6）胃粘膜上皮細胞7）胃底腺細胞8）胃粘液

細胞9）腸管粘膜上皮細胞及特殊上皮細胞10）膵腺

細胞11）群群細胞及K：uppfer氏星芒細胞12）謄嚢

粘膜上皮細胞13）肺繊毛門柱賦細胞14）肺呼吸上皮

細胞15）腎小管第1部門細胞，内鞘扁ZF上皮細胞，

血管毬内皮細胞及被蓋細胞16）17）18）19）腎小管第

3，2，4，5部腺細胞20）卵細胞21）卵管腺細胞22）

23）24）25）精原細胞，精母細胞，精娘細胞，精子及

Serto］i一周細胞26）膀胱粘膜上皮細胞27）皮膚上

皮細胞28）皮膚粘液腺細胞29）皮膚願粒腺細胞
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